
業績ハイライト（連結)� Consolidated Financial Highlights

2021年2月期の業績

当社本社（広島県福山市）

第36期 報告書
2020年３月１日から2021年２月28日まで

2022年2月期の業績見通し

売上高
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経常利益

8,487 百万円

12.9 ％増 

対前期比

親会社株主に帰属する当期純利益
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18.3 ％増 

対前期比
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60,344 百万円 10,208 百万円 10,066 百万円 7,909 百万円

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益



株主の皆様へ� For Investors

　当連結会計年度におけるわが国経済は、COVID-19の流行による
世界的な経済悪化の影響を受け、依然として先行き不透明な状況が
続いています。当業界におきましては、世界経済の低迷及び米中貿易
摩擦の影響が懸念される一方、テレワークやオンライン授業の導入と
いった新しい生活様式の定着による設備需要に加え、次世代通信規格
5Gの普及、自動車の高機能化などを背景に、各種プロセッサーやメモ
リー、通信デバイス向け製造設備投資の拡大が期待されております。
このような状況の中、当社グループはEFEM、ソータなどの半導体関連
装置の販売が引き続き好調に推移したことに加え、前期末に受注しま
した韓国子会社におけるFPD関連装置の大口の販売により、売上高は
増収となりました。損益面につきましては、売上増加があったものの、
利益率の高い半導体装置の販売が相対的に減少したことや為替変動
の影響を受け、前期比で増益ではありましたが、利益率の増加は売上
増加と比べて低調に推移しました。
　この結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高は前期比36.9%増、
経常利益は前期比12.9%増となり、2期連続の増収増益、セグメントの
業績では、半導体・FPD関連装置事業と比較して、COVID-19の影響を
受けたライフサイエンス事業におきましては、出荷延期が発生し、売
上高は686百万円（前期比16.1%減）、セグメント損失は0百万円（前期
はセグメント利益51百万円）となっております。

当社の主軸である半導体・FPD関連装置事業は堅調に推移しており、
通期連結業績において2期連続の増収増益を達成することができました。
また、2022年2月期につきましても、
過去最高の売上高と利益拡大を目指してまいります。
安定的な材料調達に対して、半導体部品不足、長納期化、
COVID-19感染拡大による影響などの懸念はございますが、
引き続き当社グループの力で邁進してまいります。

当期の経営成績 来期の見通し
　COVID-19による影響から、今後も材料調達、生産、販売をはじめと
した様々なリスクが考えられます。一方で、通信デバイス、ゲーム機等
の需要も継続して拡大しており、このような状況の中で社会基盤を支
える半導体は、さらに必要不可欠な存在となっております。引き続き
5Gの商用化、データセンター需要等により、半導体関連装置の様々な
分野での活用が期待されます。
　2022年2月期の半導体・FPD関連装置事業におきましても、韓国子
会社におけるFPD関連装置の販売が減少するものの、半導体関連装置
の販売は順調に推移する見通しです。また、ライフサイエンス事業に
おきましては、来たる再生医療の産業化に向けて関連会社との連携を
図り、引き続き販売促進活動を展開してまいります。これにより、連結
業績予想につきましては、売上高60,344百万円（前期比18.8%増）、営
業利益10,208百万円（前期比9.6%増）、経常利益10,066百万円（前期
比18.6%増）、親会社株主に帰属する当期純利益7,909百万円（前期比
22.2%増）、過去最高の売上高と利益を見込み、期末配当金45円を目指
します。
　当社グループは「世の中にないものをつくる」を合言葉に、新しい技
術・製品開発など、我々らしいものづくりを通して、社会を支える一助
となれるよう、今後とも変わらず努めてまいります。

代表取締役社長

RORZE TECHNOLOGY SINGAPORE PTE. LTD.（シンガポール）

RORZE AUTOMATION, INC.（米国）

RORZE ROBOTECH CO., LTD.（ベトナム）

RORZE SYSTEMS VINA CO., LTD.
（ベトナム）

RORZE CREATECH CO.,LTD. （中国）

RORZE SYSTEMS CORPORATION（韓国）

RORZE TECHNOLOGY, INC.（台湾） 本社
（広島県福山市）

九州工場
（熊本県合志市） 横浜事業所（神奈川県横浜市）

ローツェ
ライフサイエンス（株）

（茨城県つくば市）

RORZE ENGINEERING GmbH（ドイツ）

RORZE ReMed Lifescience Co.,Ltd. （中国）

拠点紹介



トピックス� Topics

中国のNAURA社（BEIJING NAURA MICROELECTRONICS EQUIPMENT CO.,LTD.）より、2020年度サプライヤ
表彰「優秀賞」を受賞しました。当社グループの中国拠点であるRORZE CREATECH CO., LTD.と併せて、その実績
を評価していただき、約1,000社あるサプライヤの中から選ばれております。今後も当社グループは世界の頂きを目指
すお客様とともに、「世の中にないものをつくる」技術開発に取り組んでまいります。

アドバンスドパッケージング（中工程）の成長により、高付加価値の搬送需要が拡大中です。これまで当社ロボット製
品は、半導体製造工程における「前工程」で使用されるケースが主流でしたが、今後は「中工程」における受注も見込
み、販売拡大を目指してまいります。

TOPIC 1 NAURA社より2020年度サプライヤ表彰「優秀賞」

TOPIC 3 アドバンスドパッケージング用搬送ソリューション

同じ京畿道龍仁市内で2020年5月移転、さらに追加建設
の進んでいたRORZE SYSTEMS CORPORATIONの新
オフィス・工場が2021年1月に完成しました。開発・製
造するFPD関連装置の大型化対応と生産力の増強を図り、
フル稼働しております。

敷 地 面 積　約24,000㎡
延べ床面積　約24,000㎡
クリーンルームエリア　約12,500㎡

会議室・食堂のほか、ジム・フットサルコートなど従業
員レクリエーション施設を備えています。

TOPIC 2 韓国のRORZE SYSTEMS CORPORATIONが完成

前工程 中工程 後工程

クリーン度 高 中→高 低

搬送物 ウエハ

ウエハ、薄化ウエハ、
貼合せウエハ、
テープフレーム、
ガラス基盤、樹脂基盤

ウエハ、薄化ウエハ、
テープフレーム

搬送の付加価値 高 中→高 低

当社製品の強みである「クリーン」「壊れない」
「高精度な動き」を活かせる領域



主要な事業内容

普通配当（円）

第36期
2021年2月期

30.0

第37期（計画）
2022年2月期

45.0

第35期
2020年2月期

30.0

第34期
2019年2月期

25.0

第33期
2018年2月期

20.0

配当実績

（注）１．藤井修逸及び羽森寛の両氏は、社外取締役です。
２．下出一益、栗巣普揮及び金浦東祐の3氏は、社外監査役です。

地位 氏名
代 表 取 締 役 社 長 藤 代 祥 之
取 締 役 中 村 秀 春
取 締 役 早 﨑 克 志
取 締 役 岩 瀬 好 啓
取 締 役 相 談 役 崎 谷 文 雄
取 締 役 藤 井 修 逸
取 締 役 羽 森 　 寛
常 勤 監 査 役 下 出 一 益
監 査 役 栗 巣 普 揮
監 査 役 金 浦 東 祐

役員 （2021年2月28日現在）

大株主

株主名
当社への出資状況

持株数 持株比率
株 %

崎 谷 文 雄 6,274,200 36.31
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 928,500 5.37
日本マスタートラスト信託銀行
株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 909,000 5.26

藤 代 祥 之 737,600 4.27
BNP PARIBAS SECURITIES 
SERVICES LUXEMBOURG/
JASDEC/FIM/LUXEMBOURG 
F U N D S / U C I T S  A S S E T S

555,000 3.21

株式会社日本カストディ銀行（信託口9） 335,400 1.94
株 式 会 社 中 国 銀 行 320,000 1.85
GOVERNMENT OF NORWAY 269,900 1.56
J . P . M O R G A N  B A N K 
LUXEMBOURG S.A.380578 269,600 1.56

RE FUND 116-CLIENT AC 174,100 1.01
（注） 当社は、自己株式358,599株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。また、持株

比率は自己株式を控除して計算しております。

株式の状況 （2021年2月28日現在）

発行可能株式総数 35,280,000株
発行済株式の総数 17,281,401株
 （自己株式358,599株を除く）
株主数 4,854名

セグメント 品目 主要製品名

半 導 体・F P D 関 連
装 置 事 業

半 導 体 関 連 装 置
大気用ウエハ搬送装置
真空用ウエハ搬送装置
ウエハ搬送ロボット等（単体製品）

F P D 関 連 装 置 ガラス基板搬送装置
ガラスカッティングマシン

モ ー タ 制 御 機 器 ステッピングモータ用ドライバ
コントローラ

ライフサイエンス事業 ライフサイエンス関連装置 インキュベータ（細胞培養装置）

ホームページのご案内
詳しい会社情報や
財務関連情報を
ご覧いただけます。

https://www.rorze.com
ローツェ 検索

スマートフォン
にも対応！

決 算 期 毎年3月1日から翌年2月末日まで
定 時 株 主 総 会 毎年5月下旬

基 準 日 定時株主総会・期末配当：毎年2月末日
中間配当実施の場合：毎年8月31日

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ）
電話0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び
全国各支店で行っております。

住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　  株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座がな

いため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関である
三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

未払配当金の支払いについて
　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

株主メモ

株主の皆様へ半期ごとにご送付しております「中間報告書」につきましては、今後の発行を
取り止めさせていただきます。主要な情報は当社ホームページにて、ご参照いただけますと
幸いです。何卒ご理解いただきますよう、お願い申し上げます。


